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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成29年6月1日(2017.6.1)

【公表番号】特表2016-521534(P2016-521534A)
【公表日】平成28年7月21日(2016.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-043
【出願番号】特願2016-503581(P2016-503581)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｎ  11/00     (2006.01)
   Ｇ２１Ｇ   7/00     (2009.01)
   Ｆ０１Ｋ  27/02     (2006.01)
   Ｆ０２Ｇ   1/043    (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ   1/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ   8/00     (2006.01)
   Ｂ６４Ｄ  27/22     (2006.01)
   Ｂ６４Ｄ  27/24     (2006.01)
   Ｂ６０Ｌ  11/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/22     (2006.01)
   Ｇ２１Ｂ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｎ   11/00     　　　Ａ
   Ｇ２１Ｇ    7/00     　　　　
   Ｆ０１Ｋ   27/02     　　　Ｚ
   Ｆ０２Ｇ    1/043    　　　Ａ
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   Ｂ６０Ｋ    8/00     　　　　
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   Ｂ６４Ｄ   27/24     　　　　
   Ｂ６０Ｌ   11/00     　　　　
   Ｂ６０Ｈ    1/22     ６１１Ｚ
   Ｇ２１Ｂ    3/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月11日(2017.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低エネルギー核反応を利用して熱を発生させるように適応された発熱器と、
　前記発熱器により生成される熱を電力に変換するように適応されたエネルギー変換シス
テムと、
　前記発熱器からの熱を前記エネルギー変換システムに伝達する高温流体回路と、
　乗り物に給電する前記電力を貯蔵するエネルギー貯蔵システムと、
　前記エネルギー変換システム及び前記エネルギー貯蔵システムを冷却する冷却システム
と、
　中央制御システムと、
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　を備える、乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項２】
　前記低エネルギー核反応が、水素とのニッケル粉末の反応を含む、請求項１の乗り物用
の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項３】
　前記発熱器が、反応室と、水素貯蔵タンクと、前記反応室を前記水素貯蔵タンクに接続
する水素注入器と、を備える、請求項１または請求項２の乗り物用の低エネルギー原子力
熱電システム。
【請求項４】
　前記発熱器が、前記水素貯蔵タンクと前記水素注入器との間に接続されたガス加圧器を
備える、請求項３の乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項５】
　前記発熱器が、加熱器と無線周波発生器とを備える、請求項１から請求項４のいずれか
の乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項６】
　前記エネルギー変換システムが、ブレイトンサイクルで動作するように適応された超臨
界二酸化炭素タービン発電機を備える、請求項１から請求項５のいずれかの乗り物用の低
エネルギー原子力熱電システム。
【請求項７】
　前記エネルギー変換システムが、ランキンサイクルに基づいて熱をエネルギーに変換す
るように適応された蒸気タービンと同期発電機とを備える、請求項１から請求項６のいず
れかの乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項８】
　前記エネルギー変換システムが、ゼーベック効果に基づいて熱をエネルギーに変換する
ように適応された熱電発電機を備える、請求項１から請求項７のいずれかの乗り物用の低
エネルギー原子力熱電システム。
【請求項９】
　前記エネルギー変換システムと前記冷却システムとの間に接続された冷却回路をさらに
備える、請求項１から請求項８のいずれかの乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム
。
【請求項１０】
　低エネルギー核反応を利用して熱を発生させるように適応された発熱器と、
　前記発熱器により生成される熱を電力に変換するように適応されたエネルギー変換シス
テムであって、前記エネルギー変換システムが、熱から直線運動を発生させる少なくとも
１の熱エンジン、作動流体の圧力を上昇させる少なくとも１の圧縮器、タービン、及び、
ロータリー発電機を備える、前記エネルギー変換システムと、
　乗り物に給電する前記電力を貯蔵するエネルギー貯蔵システムと、
　前記エネルギー変換システムと前記エネルギー貯蔵システムとを冷却する冷却システム
と、
　中央制御システムと、
　を備える、乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項１１】
　前記少なくとも１の熱エンジンが、第１のスターリングエンジンと第２のスターリング
エンジンとを備える、請求項１０の乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項１２】
　前記少なくとも１の圧縮器が、第１の単動ピストン圧縮器と第２の単動ピストン圧縮器
とを備える、請求項１０または請求項１１の乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム
。
【請求項１３】
　前記第１の単動ピストン圧縮器が、前記第１のスターリングエンジンに接続され、前記
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第２の単動ピストン圧縮器が、前記第２のスターリングエンジンに接続されている、請求
項１２の乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項１４】
　前記発熱器を前記第１のスターリングエンジンと前記第２のスターリングエンジンとに
接続する高温流体回路をさらに備える、請求項１１から請求項１３のいずれかの乗り物用
の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項１５】
　前記少なくとも１の熱エンジンが、スターリングエンジン及びリニア同期発電機を備え
るスターリング発電機と自由ピストンスターリングエンジンとからなる群から選択される
、請求項１０から請求項１４のいずれかの乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項１６】
　前記発熱器が、反応室と、水素貯蔵タンクと、前記反応室を前記水素貯蔵タンクに接続
する水素注入器と、を備える、請求項１０から請求項１５のいずれかの乗り物用の低エネ
ルギー原子力熱電システム。
【請求項１７】
　前記発熱器が、前記水素貯蔵タンクと前記水素注入器との間に接続されたガス加圧器を
さらに備え、前記発熱器が、加熱器と無線周波発生器とをさらに備える、請求項１６の乗
り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項１８】
　前記エネルギー変換システムと前記冷却システムとの間に接続された冷却回路をさらに
備える、請求項１０から請求項１７のいずれかの乗り物用の低エネルギー原子力熱電シス
テム。
【請求項１９】
　乗り物であって、前記乗り物が１以上の電池を含み、前記乗り物が空調システムを含む
、前記乗り物と、
　水素とのニッケル粉末の反応を利用して熱を発生させるように適応された発熱器であっ
て、前記発熱器が、反応室と水素貯蔵タンクと前記反応室を前記水素貯蔵タンクに接続す
る水素注入器とを備え、前記発熱器が、前記水素貯蔵タンクと前記水素注入器との間に接
続されたガス加圧器をさらに備え、前記発熱器が、加熱器と無線周波発生器とをさらに備
え、前記発熱器が、熱筐体内に収容され、前記熱筐体が、高密度遮へい体を含み、前記発
熱器が、前記発熱器内の熱を伝達する内部流体ループを含む、前記発熱器と、
　中央制御システムと、
　前記発熱器により生成される熱を電力に変換するように適応されたエネルギー変換シス
テムであって、前記エネルギー変換システムが、熱から直線運動を発生させる第１のスタ
ーリングエンジン及び第２のスターリングエンジンと、作動流体の圧力を上昇させる第１
の単動ピストン圧縮器及び第２の単動ピストン圧縮器と、タービン及びロータリー発電機
とを備え、前記第１の単動ピストン圧縮器が、前記第１のスターリングエンジンに接続さ
れ、前記第２の単動ピストン圧縮器が、前記第２のスターリングエンジンに接続されてい
る、前記エネルギー変換システムと、
　前記発熱器からの熱を前記エネルギー変換システムに伝達する高温流体回路と、
　前記乗り物に給電する前記電力を貯蔵するエネルギー貯蔵システムと、
　前記エネルギー変換システム及び前記エネルギー貯蔵システムを冷却する冷却システム
と、
　前記エネルギー変換システムと前記冷却システムとの間に接続された冷却回路と、を備
え、
　前記発熱器が、前記空調システムに熱的に接続され、前記冷却回路が、前記空調システ
ムに熱的に接続され、前記空調システムに高温の空気を提供するため、前記中央制御シス
テムが、前記発熱器で生成される前記熱の少なくとも第１の部分を、前記空調システムに
向けて伝達するように適応され、
　前記発熱器が、前記１以上の電池に熱的に接続され、前記冷却回路が、前記１以上の電
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池に熱的に接続され、前記中央制御システムが、前記発熱器で生成される前記熱の少なく
とも第２の部分と前記１以上の電池の温度を調節する前記冷却回路の冷却流体の少なくと
も一部とを使用して前記１以上の電池の温度を調節するように適応される
　乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項２０】
　前記乗り物が、電気自動車、電気飛行機、電気ボート及び電車からなる群から選択され
る、請求項１９の乗り物用の低エネルギー原子力熱電システム。
【請求項２１】
　請求項１から請求項２０のいずれかの低エネルギー原子力熱電システムを備える乗り物
。
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